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揚力を利用 した翼型係留気球の 開発

一 シ ミ ュ レー シ ョ ン 解析 に よ る考察 と改善
一

歯 中村美紀、小 野耕作 、 酒井敏 （京 大 ・人 環）

1 ．は じめ に

　都市部 にお ける気象観測 は、ヒー トア イラン ド

現象や 局地風 な ど局地 的な現象 を対象 と した も

の が 多 く、そ の た め 高 い 高度 分解能 ・時 間分解

能 ・空間分解能が 求 め られ る。鉛直方 向 の 観測 に

は主 に係留気球 が用 い られ るが 、都市部で観測を

行 う場合、風 に よ っ て 傾きが 生 じて 周囲 の 建築物

へ の 影響 な どが懸念 され るこ とか ら、日中の 観測

例 が少 ない 。そ こ で 、強風 時に お い て も観 測 を可

能 とす る係留気球 を開発 した 。

2　 樹 及び 開発　過

　 こ の 係留気球 の 特徴は 、 形状 を翼型 にす る こ と

で揚力を利用する点で ある 。
っ ま り、無風時は 浮

力 を利用 し、風 が あ る時は揚力 を利 用す る よ うに

開発 を行 っ た 。 そ れ に よ り傾斜が少 な く 、 建物へ

の 影響を及 ぼす こ とが少 な くな っ た 。 こ れ に よ り、

都 市部 で の 気 象観 測 が 行 え る よ うに なる こ とが

期待 され る 。

　昨年は第 3 号機を製作 して 、地上 150m 〜180

m まで 揚げる と い う実験を数回行 っ た 。浮力 は約

6kg だ が 自重が約 5kg あ る の で 、余力 は 1kg 程 で

あ っ た。ほ とん どの 場合 で 飛行 姿勢 は 良か っ たが 、

180m まで 揚げる と主体前方 部分に型崩れ が 生 じ、

バ ラン ス を崩す こ とが あ っ た。また 、風 が ある時

に主体が 不 安定 に な り、姿勢 の 維持が 困難で あ っ

た 。 こ れ らの こ とか ら安定性 を検討す るた め 、シ

ミ ュ レ ーシ ョ ン 解析を行 っ た。

3 ．シ ミ ュ レ
・一シ ョ ン 結 果

　シ ミ ュ レ ーシ ョ ン で は 第 3 号機 の モ デル と第 4

号機 となる予 定を して い たモ デル を用い
、 安定性

の 結果 を得 るた め に 翼特性 お よび 静的安定性 の

検討 を行 っ た。項 目として は 、揚抗 比、Cp 分布 、

速度分布 、及 び浮 力中心や風圧 中心、係留 点な ど

に つ い て で あ る。 第 3 号機で は空気の 剥離が起き

て い る こ とが 風速 度分 布 か らみ る こ とが で きた

（図 1 ）。
こ れ が 姿勢 を崩 す原 因 で あ っ た と考 え

られ る。 しか し第 4 号機の モ デル で は 、風速度分

布 か らは空気 の 剥離 はな く （図 2 ）、姿 勢維持 に

適 して い る と考 え られ る 。

4 ．ま とめ

　第 3 号機で は姿勢を維 持す る こ とが 困難で あ っ

たが
、 今 回 は シ ミ ュ レーシ ョ ン 結果 を もとに第 4

号機 と して 、 空 気 の 剥 がれ が 起 こ らな い モ デ ル へ

変形 して 開発 を行 う予定で ある。これ は浮 力が約

6kg だが 自重 は約 3kg の ため 、 余力 は 3kg 程で あ

る 。 こ れ に よ り観測機器 を複数取 り付 ける こ と も

可能 と な り、よ り風 に強 い 係留気 球が製作 で きる

と思われ る 。
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